
No.1430 平成27（2015）年6月上旬号10
本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

有
料
広
告
掲
載
欄

ファミリー音楽コンクール
「見て楽しい」から「出場したい！」に

一志さん：第１回大会を見に行った妻と娘たちが楽しそ
うだったので、第２回大会の時に私も加わり４人で鑑賞
しました。とても温かい雰囲気のコンクールで、音楽を
続けてきた妻や娘たちと違ってほとんど経験のない私
も、心から楽しむことができました。
菜々香さん：観客として楽しんでいるうちに、あの大舞
台で演奏することが憧れになっていきました。そして思
い切って「応募してみよう」って。
誠子さん：最初は「まさか」と思いましたが、娘は真剣
だったので、家族で貴重な経験ができる、またとない機
会だと考え、出場を決めました。
優香さん・菜々香さん：それまで、家で母と３人で演奏
を楽しんできました。でも今回、やるからにはどうして
も父も含めて４人で出場したかったんです。

○父、初めてのベースギターに挑戦！
一志さん：大変なことになったと思いましたね。足を引
っ張ってはいけないとプレッシャーも感じました。少し
ずつでも続けることが上達への近道と考え、早朝と帰宅
後に毎日ベースギターを練習しました。続けているうち
に、メロディーラインにベース音を重ねて響かせるのが
楽しくなってきました。
優香さん・菜々香さん：普
段、何でもそつなくこなす
タイプの父が、一つのこと
にこれほど一生懸命取り組
んでいる姿を見て、本当に
すごいと思いました。

○時にはぶつかり合いながらも
優香さん・菜々香さん：編曲は私たち２人が中心で進め
ました。大曲を８分間にアレンジするのが大変で、時に
は激しく意見をぶつけ合うこともありましたが、いろい
ろと知恵を出し合う中で、家族の会話が増えました。
誠子さん：娘たちは音楽を本当に好きになってくれたと
思います。この練習の時の
こだわりは素晴らしかった
ですし、家族にとって、か
けがえのない時間だったと
思います。

○演奏する楽しさ、そして家族の絆
誠子さん：いざ舞台に上がると、自分でも驚くほど楽し
むことができました。文化会館は音響も素晴らしく、本
当に気持ちよく演奏できました。
優香さん・菜々香さん：練習の成果を発揮することがで
きました。でも、グランプリをいただけるなんて思って
いなくて、本当に驚きました。
一志さん：家族の絆が深まったという実感があります。
やってよかったです。妻とは、将来、孫ができたら、３
世代で演奏したいねと話しています。

老若男女、各分野で活躍するさまざまな「四日市人」を
取材して、その人の言葉で四日市の魅力などを読者に伝
えるコーナーです。
ＣＴＹ「ちゃんねるよっかいち」でも紹介します。
放送日時：６月11日〜７月10日 ９：00・20：30

→

第３回全国ファミリー音楽コンクールinよっか
いちでグランプリを受賞された「Swinggirlsand
aboy」こと、本市在住の松本さん一家にお話を聞
きました。（左から、母誠子さん、次女 菜々香さん、
長女優香さん、父一志さん）
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